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看
護
師
の
確
保
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

医
療
現
場
に
お
い
て
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
患
者
の
高
齢
化
、
重
症
化
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
化
等
に
伴
う
、
看
護
師

業
務
の
複
雑
多
様
化
、
業
務
密
度
の
高
度
化
に
よ
る
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
量
の
激
増
に
よ
っ
て
、
健
康
破
壊
や
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

沖
縄
県
の
Ａ
総
合
病
院
で
は
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
、
重
症
化
の
他
、
全
体
的
に
ケ
ア
に
手
が
か
か
る
患
者
が
急
増
し
て
お

り
、
そ
れ
に
見
合
う
看
護
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
看
護
師
不
足
の
た
め
に
体
制
が
と
れ
ず
、
看
護
師
は
、
過
重
な
勤

務
を
余
儀
な
く
さ
れ
患
者
へ
の
影
響
も
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
脳
外
科
を
は
じ
め
と
す
る
外
科
を
中
心
と
し
た
急
性
期
病
棟
に
看
護
師
の
手
が
と
ら
れ
て
、
ケ
ア
が
必
要
な
一
般

の
患
者
へ
の
対
応
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

夜
勤
の
場
合
は
、
各
病
棟
三
人
体
制
で
あ
り
、
目
を
離
せ
な
い
重
症
患
者
や
認
知
症
等
の
看
護
の
た
め
に
緊
張
の
連
続
で
あ

る
と
い
う
。

集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
は
、
現
在
、
最
低
三
名
の
看
護
師
が
不
足
し
、
夜
勤
が
月
に
一
三
回
か
ら
一
六
回
と
い
う
異
常

な
状
態
が
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



看
護
師
は
、
こ
の
仕
事
に
使
命
感
と
や
り
が
い
を
抱
い
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
の
過
酷
な
業
務
で
意
欲
や
向
上

心
が
希
薄
に
な
っ
て
い
く
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
常
時
、
産
休
は
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
、
五
人
に
三
人
は
産
休
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
病
棟
も
あ
る
が
、
代
替
看
護
師

が
確
保
で
き
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
育
児
休
業
を
取
っ
て
職
場
に
復
帰
す
る
場
合
、
業
務
が
あ
ま
り
に
も
忙
し
い
た
め
に
リ
ハ

ビ
リ
・
研
修
を
行
う
余
裕
が
な
く
、
適
切
な
看
護
・
対
応
が
で
き
な
い
と
悲
痛
な
声
で
訴
え
て
い
る
。

日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
夜
勤
、
交
替
制
勤
務
で
あ
り
な
が
ら
、
毎
日
長
時
間
の
時
間
外
労
働

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
慢
性
疲
労
の
七
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
め
、
何
ら
か
の
疲
れ
を
感
じ
る
と
の
回
答
が
九
七
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
達
す
る
。
ま
た
、
七
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
看
護
職
員
が
辞
め
た
い
と
答
え
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
度
の
日
本
看
護
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
年
以
内
の
新
卒
看
護
師
の
離
職
率
は
全
国
平
均
で
九
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
医
療
関
連
労
働
組
合
協
議
会
が
、
約
五
千
人
の
看
護
師
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
新
人
の
看
護
師
が
病
院
で
先
輩

が
付
き
添
っ
て
受
け
る
夜
勤
の
研
修
回
数
は
二
・
一
回
、
準
夜
勤
が
二
・
二
回
で
、
六
割
の
看
護
師
が
「
三
回
以
上
は
必
要
」

と
答
え
、
自
立
後
の
不
安
で
は
「
ミ
ス
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
」
と
の
回
答
が
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
「
三
月
以
内
に

二



辞
め
た
い
」
と
思
っ
た
看
護
師
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
看
護
師
の
勤
務
状
況
で
は
、
医
療
安
全
の
確
保
や
患
者
へ
の
十
分
な
看
護
が
行
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
看
護
師

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

看
護
師
の
勤
務
実
態
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

�

看
護
師
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
業
務
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
過
重
な
負
担
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
は
看
護
師
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
項

目
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

前
文
で
指
摘
し
た
各
団
体
に
よ
る
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

二

第
六
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し
に
つ
い
て

�

第
六
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
の
算
定
が
策
定
方
針
通
り
で
な
い
医
療
機

関
や
都
道
府
県
が
あ
っ
た
こ
と
や
医
療
制
度
改
革
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
実
態
を
捉
え
て
い
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
医
療
安
全
確
保
や
必
要
な
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
再
度
、
実
態
調
査
を
行
い
必
要
な
看

三



護
師
数
を
算
定
し
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

今
回
の
医
療
制
度
改
革
に
お
け
る
個
別
の
施
策
及
び
診
療
報
酬
改
定
が
需
給
見
通
し
に
与
え
る
影
響
（
需
給
の
増
減
）

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

平
成
十
八
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

�

政
府
は
、
医
療
費
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
四
月
か
ら
の
診
療
報
酬
を
全
体
で
、
三
・
一
六
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
下
げ
る
改
定
を
行
っ
た
。
更
に
今
回
の
改
定
で
は
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
、
医
療
の
安
全
確
保
、
看
護
職
員
の

労
働
条
件
の
改
善
等
の
理
由
で
、
急
性
期
病
棟
に
お
け
る
入
院
基
本
料
の
見
直
し
を
行
い
、
入
院
基
本
料
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
看
護
師
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
間
勤
務
時
間
を
七
二
時
間
以
下
と
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
、
看
護
師
の

配
置
が
一
定
以
上
で
あ
れ
ば
、
よ
り
高
い
入
院
基
本
料
を
算
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
看
護
師
の
配
置
が

十
分
に
行
え
な
い
医
療
機
関
に
お
い
て
は
診
療
報
酬
が
減
少
と
な
る
こ
と
か
ら
、
看
護
師
確
保
の
た
め
に
医
療
機
関
で
競

合
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
看
護
師
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
加
え
、
今
回
の
改
定
が
こ
う
し
た
事
態
を
招
い
た

と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

看
護
師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
大
学
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
大
病
院
は
、
全
国
各
地
で
看
護
学
校
や
看
護
大
学
の

四



新
卒
予
定
者
の
大
量
募
集
活
動
を
繰
り
広
げ
る
一
方
で
、
地
域
医
療
を
担
っ
て
き
た
地
方
の
中
小
病
院
は
、
看
護
師
が
確

保
で
き
ず
経
営
悪
化
や
廃
院
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
認
識
と
今

後
の
対
応
策
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

四

今
後
の
看
護
師
確
保
の
対
策
に
つ
い
て

�

厚
生
労
働
省
は
看
護
師
不
足
対
策
と
し
て
、
全
国
に
五
五
万
人
い
る
と
さ
れ
る
潜
在
看
護
師
（
六
五
歳
以
下
で
看
護
師

免
許
を
持
ち
な
が
ら
従
事
し
て
い
な
い
者
）
に
対
す
る
臨
床
実
務
研
修
等
を
実
施
し
、
就
労
促
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
五
五
万
人
の
推
計
の
根
拠
、
年
齢
構
成
毎
の
免
許
保
持
者
数
、
就
業
歴
及
び
再
就
業
者
数
を
把
握
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

第
六
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
で
は
、
潜
在
看
護
師
五
五
万
人
の
う
ち
、
再
就
業
者
数
は
、

平
成
十
八
年
に
は
約
八
万
五
千
人
か
ら
平
成
二
十
二
年
に
は
約
九
万
八
千
人
と
約
一
万
三
千
人
増
加
す
る
と
推
計
し
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
は
、
そ
の
推
計
し
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

�

日
本
看
護
協
会
の
調
査
で
は
、
新
人
看
護
師
の
半
数
以
上
が
就
職
二
ヶ
月
以
内
に
夜
勤
を
開
始
し
て
お
り
、
医
療
内
容

が
高
度
化
、
専
門
化
す
る
中
で
、
基
礎
教
育
終
了
時
点
の
能
力
と
看
護
現
場
で
求
め
る
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
多
く
、
一
年

五



以
内
に
離
職
す
る
新
人
看
護
師
の
割
合
も
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
し
、
安
心
し

て
永
く
働
き
続
け
る
た
め
に
は
看
護
師
の
卒
後
研
修
制
度
の
制
度
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

ま
た
、
「
医
療
安
全
の
確
保
に
向
け
た
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
で
も
卒
業

直
後
に
行
わ
れ
る
研
修
制
度
の
制
度
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
状
況
を
問
う
。

�

第
六
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し
に
基
づ
く
供
給
数
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
再
就
職
支
援
等
の
対
策
に
加
え
、
各
医
療

機
関
に
お
け
る
離
職
防
止
対
策
、
労
働
環
境
の
改
善
、
及
び
地
域
医
療
を
支
え
る
中
小
病
院
に
看
護
師
を
配
置
さ
せ
る
取

組
み
な
ど
、
総
合
的
な
看
護
師
確
保
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

六


